
項　　目 排出基準 施 設 名

4/27 6/15 10/19 1/15

5/31 8/14 11/28 2/27

0.0035 0.014 0.0041 0.011

4/14 6/26 11/13 1/22

5/23 8/14 12/19 2/27

0.0058 0.0063 0.0041 0.0095

6/15 10/19 11/13 1/15

8/14 11/28 12/19 2/27

1.1 1.7 1.8 1.4

№１

№４

平成29年度　ダイオキシン類等分析結果

採　　取　　日

排　ガ　ス

【煙突中間部にて
試料採取】

１ng-TEQ/ N

150ｔ日/炉

採 取 日

結果の得られた日

分 析 値

200ｔ日/炉

採 取 日

結果の得られた日

分 析 値

飛　　灰

(処理前のばいじん)

―
ng-TEQ/g

150ｔ日/炉

採 取 日

200ｔ日/炉

採 取 日

分 析 値 0.97 2.4

6/15 1/15

結果の得られた日 8/14 2/27

分 析 値 1.8 2.8

6/26 1/22

結果の得られた日 8/14 2/27

セメント固化灰
※１ （含有試験）

３ng-TEQ/g
（埋立基準）

２炉分

採 取 日

結果の得られた日

分 析 値

焼　却　灰
（炉下）※2

２炉分

採 取 日 6/15

結果の得られた日 8/14

分 析 値 0.0000021

結果の得られた日 10/4

分 析 値 0.000069

最終処分場

採 取 日 7/20

結果の得られた日 10/4

分 析 値

排水処理施設

採 取 日 7/20

0.000054

し尿処理施設

採 取 日

採 取 日 7/20

結果の得られた日 10/4

分 析 値 0.11

保有水(原水)
―

pg-TEQ/ 
最終処分場

10pg-TEQ/ 
処　理　水

（放流水）

7/20

結果の得られた日 10/4

分 析 値 0.000087

｢ダイオキシン類対策特別措置法｣、｢ダイオキシン類対策特別措置法に基づく廃棄物の最終処分場の維持管理の基準を定める省
令｣及び「下水道法」の規定に基づき測定しています。

※１ 本組合の施設は、平成12年1月15日の時点での既設施設に該当し、ばいじんから重金属が溶出しないようにセメント固化さ
れたものについては環境省令で定める基準3ng-TEQ/gは適用されません。（廃棄物焼却炉に係るばいじん等に含まれるダイオキシ
ン類の量の基準及び測定の方法に関する省令)

※２　焼却炉の形式が流動床炉であるため、焼却灰とは焼却炉から排出された不燃物を意味します。

最終処分場
周辺地下水

（場外への影響を判断）

１pg-TEQ/ 
（環境基準）

観測井戸

採 取 日 7/20

結果の得られた日 10/4

分
析
値

0.056

0.063



平成29年度　排ガス分析結果 

採　　取　　日

4/17 6/30 8/9 11/8 12/21 2/8

測定結果の得られた日

5/19 8/1 9/26 12/21 2/5 3/13

ばいじん濃度
(12％換算）※

0.08以下 g/ N <0.0007 <0.0007 <0.0008 <0.0007 <0.0008 <0.0007

ばいじん量 3,018以下 g/h <16 <15 <16 <17 <19 <18

窒素酸化物
(12％換算）

250以下 ppm 55 45 37 56 65 59

塩化水素
(12％換算）

700以下 mg/ N 2.0 4.6 3.9 9.2 2.3 4.7

基 準 値  N/h 55.9 54.6 56.0 56.4 56.9 56.5

測 定 値  N/h <0.0180 <0.0167 <0.0182 <0.0192 <0.0210 <0.0198

鉛及び
その化合物

10以下 mg/ N - <0.01 - - <0.01 -

カドミウム及び
その化合物

0.5以下 mg/ N - <0.001 - - <0.001 -

塩　素 １以下 ppm - <0.1 - - <0.1 -

アンモニア 50以下 ppm - <0.3 - - <0.3 -

シアン化合物 11.6以下 mg/ N - <0.3 - - <0.3 -

フッ素及び
その化合物

2.5以下 mg/ N - 0.71 - - 0.36 -

硫化水素 10以下 ppm - <0.02 - - <0.02 -

水　銀 ― mg/ N - <0.008 - - <0.008 -

ダスト水銀 ― mg/ N - <0.001 - - <0.001 -

１５０ｔ／日炉

硫黄酸化物
(量）

項　　 目 基 準 値 単　位

　　…水銀及びダスト水銀は自主的に測定しています。

※大気汚染防止法施行規則附則（平成10年4月10日）の規定により、ばいじん濃度規制値は0.08g/ Nです。

表の記載以外に、神奈川県生活環境の保全等に関する条例の規定により、硫黄酸化物及び窒素酸化物の事業所からの総量規制
がかけられていますが、総量規制値は大きいため、常に基準値を下回っております。

　　…ばいじん（濃度）、窒素酸化物、塩化水素及び硫黄酸化物は大気汚染防止法及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律(｢
一般廃棄物処理事業に対する指導に伴う留意事項について｣（昭和52年11月4日、環整第95号（厚生省環境衛生局水道環境部環
境整備課長通達）、改正：平成2年2月1日衛環第22号）)の規定に基づき測定しています。

測定頻度…ばいじん濃度、窒素酸化物濃度、塩化水素及び硫黄酸化物：1年に2回以上

　　…ばいじん（量）及び鉛及びその化合物以下の項目の物質（濃度）は、神奈川県生活環境の保全等に関する条例の規定に
基づき測定しています。

測定頻度…ばいじん量：2月に1回以上　　　鉛及びその化合物以下の項目：1年に2回以上



採　　取　　日

4/17 6/22 8/21 10/5 12/21 2/8

測定結果の得られた日

5/19 8/1 9/26 11/22 2/5 3/13

ばいじん濃度
(12％換算）※

0.08以下 g/ N <0.0007 <0.0006 <0.0006 <0.0007 <0.0008 <0.0007

ばいじん量 4,665以下 g/h <27 <25 <25 <30 <27 <29

窒素酸化物
(12％換算）

250以下 ppm 60 63 65 62 68 57

塩化水素
(12％換算）

700以下 mg/ N <1.5 <1.5 <1.4 1.9 2.8 1.8

基 準 値  N/h 62.1 60.8 61.9 65.6 62.1 63.8

測 定 値  N/h <0.0301 <0.0273 <0.0276 <0.0329 <0.0297 <0.0326

鉛及び
その化合物

10以下 mg/ N - <0.01 - - <0.01 -

カドミウム及び
その化合物

0.5以下 mg/ N - <0.001 - - <0.001 -

塩　素 １以下 ppm - <0.1 - - <0.1 -

アンモニア 50以下 ppm - <0.3 - - <0.3 -

シアン化合物 11.6以下 mg/ N - <0.3 - - <0.3 -

フッ素及び
その化合物

2.5以下 mg/ N - 0.71 - - 0.41 -

硫化水素 10以下 ppm - <0.02 - - <0.02 -

水　銀 ― mg/ N - <0.008 - - <0.008 -

ダスト水銀 ― mg/ N - <0.001 - - <0.001 -

　　…ばいじん（濃度）、窒素酸化物、塩化水素及び硫黄酸化物は大気汚染防止法及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律(｢
一般廃棄物処理事業に対する指導に伴う留意事項について｣（昭和52年11月4日、環整第95号（厚生省環境衛生局水道環境部環
境整備課長通達）、改正：平成2年2月1日衛環第22号）)の規定に基づき測定しています。

測定頻度…ばいじん濃度、塩化水素及び硫黄酸化物：2月に1回以上　　　窒素酸化物濃度：常時

平成29年度　排ガス分析結果 

硫黄酸化物
(量）

２００ｔ／日炉

項　　 目 基 準 値 単　位

※大気汚染防止法施行規則附則（平成10年4月10日）の規定により、ばいじん濃度規制値は0.08g/ Nです。

表の記載以外に、神奈川県生活環境の保全等に関する条例の規定により、硫黄酸化物及び窒素酸化物の事業所からの総量規制
がかけられていますが、総量規制値は大きいため、常に基準値を下回っております。

　　…ばいじん（量）及び鉛及びその化合物以下の項目の物質（濃度）は、神奈川県生活環境の保全等に関する条例の規定に
基づき測定しています。

測定頻度…ばいじん量：2月に1回以上　　　鉛及びその化合物以下の項目：1年に2回以上

　　…水銀及びダスト水銀は自主的に測定しています。



採　取　日

6/23 9/8 12/15 3/2

測定結果の得られた日

8/1 10/19 2/5 3/28

％ 47.2 59.2 50.5 48.0

％ 1.9 0.6 1.5 6.0

％ 23.8 20.8 16.0 12.2

％ 12.3 5.8 15.7 9.3

％ 8.6 9.9 10.8 22.9

％ 0.5 0.4 0.4 0.3

％ 5.7 3.2 5.1 1.3

％ 44.8 65.5 54.1 52.6

％ 6.2 3.8 6.4 5.1

％ 49.0 30.7 39.5 42.3

KJ/㎏ 19,630 21,990 20,300 20,270

KJ/㎏ 18,140 20,360 18,620 18,650

KJ/㎏ 10,850 7,580 9,320 9,610

KJ/㎏ 8,900 5,380 7,190 7,520

炭 素 ％ 48.1 50.8 49.1 50.4

水 素 ％ 6.6 7.2 7.4 7.2

酸 素 ％ 33.4 29.5 27.8 30.2

窒 素 ％ 0.54 0.62 0.63 0.71

塩 素 ％ 0.44 1.22 1.27 0.94

硫 黄 ％ 0.07 0.07 0.05 0.05

灰 分 ％ 10.8 10.6 13.7 10.50

㎏/m3 102 151 139 113

高位発熱量
（乾燥ごみ）

低位発熱量
（乾燥ごみ）

高位発熱量
（生ごみ）

平成29年度　ごみ質分析結果

項　　　　目 単位

紙　　　類

元

素

組

成

単位容積重量
（見掛比重）

　｢一般廃棄物処理事業に対する指導に伴う留意事項について｣（昭和52年11月4日、環整第95号（厚生省環境衛
生局水道環境部環境整備課長通達）、改正：平成2年2月1日衛環第22号）に従い1年に4回測定

　ごみ質は、焼却炉での燃焼を決定づける最も重要な要素です。分析結果を利用して、焼却炉への給じん量や空
気量、燃焼室の単位容積・時間あたりの発熱量及び排ガス量を算出することができ、最適な処理量を求めること
ができます。

厨　芥　類

不 燃 物 類

そ　の　他

物

理

化

学

的

性

状

水　　　分

種

類

組

成

布　　　類

ビニール･合成樹脂
・ゴム・皮革類

木・竹・わら類

低位発熱量
（生ごみ）

灰　　　分

可　燃　分



１５０t/日炉・２００t/日炉

採　　取　　日

4/14 5/1 6/30 7/14 8/4 - 10/13 11/10 12/15 1/12 2/9 3/9

測定結果の得られた日

5/19 5/31 8/1 8/28 9/26 - 11/22 12/21 2/5 2/19 3/13 3/28

１５０ｔ炉
熱しゃく減量

１０以下 ％ 0.3 <0.1 0.6 0.6 0.6 定検中 0.1 0.6 <0.1 0.3 0.2 0.1

採　　取　　日

4/14 5/1 6/23 7/14 8/4 9/8 10/13 - 12/15 1/12 2/9 3/9

測定結果の得られた日

5/19 5/31 8/1 8/28 9/26 10/19 11/22 - 2/5 2/19 3/13 3/28

２００ｔ炉
熱しゃく減量

１０以下 ％ 0.2 0.8 1.0 0.8 0.7 0.8 0.8 定検中 0.8 0.7 1.0 0.2

平成29年度　焼却残さの熱しゃく減量

項　　目 基準値 単位

※熱しゃく減量とは、ごみを焼却した結果として残る焼却残さ中の未燃物質を重量(％)で表したもので、焼却残さの質が分かります。熱しゃく減量の少ないものほど、良好な
燃焼が行われていることを表します。

※「一般廃棄物処理事業に対する指導に伴う留意事項について」(昭和52年11月4日、環整第95号(厚生省環境衛生局水道環境部環境整備課長通達)、改正：平成2年2月1日衛環第
22号)に従い1月に1回測定

項　　目 基 準 値 単位



採　　取　　日

6/23 12/15

測定結果の得られた日

8/1 2/5

水素イオン濃度(pH) ― ― 11.7 11.8

アルキル水銀化合物
検出され
ないこと

mg/ 不検出 不検出

水銀又はその化合物 0.005以下 mg/ <0.0005 <0.0005

カドミウム又はその化合物 0.09以下 mg/ <0.01 <0.01

鉛又はその化合物 0.3以下 mg/ 0.08 <0.01

有機リン化合物 1以下 mg/ <0.05 <0.05

六価クロム化合物 1.5以下 mg/ <0.05 <0.05

ヒ素又はその化合物 0.3以下 mg/ <0.01 <0.01

シアン化合物 １以下 mg/ <0.01 <0.01

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ（PCB） 0.003以下 mg/ <0.0005 <0.0005

トリクロロエチレン 0.3以下 mg/ <0.002 <0.002

テトラクロロエチレン 0.1以下 mg/ <0.0005 <0.0005

セレン又はその化合物 0.3以下 mg/ <0.005 <0.005

ジクロロメタン 0.2以下 mg/ <0.002 <0.002

四塩化炭素 0.02以下 mg/ <0.0002 <0.0002

1,2-ジクロロエタン 0.04以下 mg/ <0.0004 <0.0004

1,1-ジクロロエチレン 0.2以下 mg/ <0.002 <0.002

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.4以下 mg/ <0.004 <0.004

1,1,1-トリクロロエタン 3以下 mg/ <0.0005 <0.0005

1,1,2-トリクロロエタン 0.06以下 mg/ <0.0006 <0.0006

1,3-ジクロロプロペン 0.02以下 mg/ <0.0002 <0.0002

チウラム 0.06以下 mg/ <0.001 <0.001

シマジン 0.03以下 mg/ <0.001 <0.001

チオベンカルブ 0.2以下 mg/ <0.001 <0.001

ベンゼン 0.1以下 mg/ <0.005 <0.005

1,4-ジオキサン 0.5以下 mg/ <0.05 <0.05

平成29年度　セメント固化灰総合溶出試験

　ばいじん(集じん設備によって集められたもの)は特別管理一般廃棄物に指定されているため、その処分の方法としてセメ
ント固化し、含有の可能性のある重金属等によって人の健康や生活環境に被害を及ぼさないよう配慮しています。
　セメント固化灰を埋立処分する場合の基準として｢特別管理一般廃棄物又は産業廃棄物を処分又は再生したことにより生じ
た廃棄物の埋立処分に関する基準｣(環告42号、平成4年7月3日)があり、金属等が溶出しないよう固化されていることとされ
ています。
　金属等が溶出しないこととは、｢金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令｣により、各物質の溶出が基準以下
であることとされています。

１５０ｔ/日炉 ・ ２００ｔ/日 炉　混合

項　　　目 基 準 値 単　位



１５０ｔ/日炉・２００ｔ/日炉混合

採　　取　　日

4/3 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1 1/5 2/7 3/1

測定結果の得られた日

5/1 6/7 7/11 8/14 9/4 9/28 10/30 11/28 12/26 2/1 2/28 3/29

鉛 又 は
そ の 化 合 物

0.3以下 ㎎/ <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.08 0.08 0.09 <0.03 <0.03

　ばいじん(集じん設備によって集められたもの)は特別管理一般廃棄物に指定されているため、その処分の方法としてセメント固化し、含有の可能性のある重金属等によって人の健康
や生活環境に被害を及ぼさないよう配慮しています。

　セメント固化灰を埋立処分する場合の基準として｢特別管理一般廃棄物又は産業廃棄物を処分又は再生したことにより生じた廃棄物の埋立処分に関する基準｣(環告42号、平成4年7月3
日)があり、金属等が溶出しないよう固化されていることとされています。

　金属等が溶出しないこととは、｢金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令｣により、各物質の溶出が基準以下であることとされています。

平成29年度　セメント固化灰鉛溶出試験

項　　目 基 準 値 単位



採　取　日 採　取　日
6/23 12/15 6/23 12/15

測定結果の得られた日 測定結果の得られた日
8/1 2/5 8/1 2/5

カドミウム及
びその化合物

0.03以下 mg/ <0.003 <0.003 チウラム 0.06以下 mg/ <0.001 <0.001

シアン化合物 １以下 mg/ <0.01 <0.01 シマジン 0.03以下 mg/ <0.001 <0.001

有機燐化合物 0.2以下 mg/ <0.05 <0.05
チオベン
カルブ

0.2以下 mg/ <0.001 <0.001

鉛及び
その化合物

0.1以下 mg/ <0.01 <0.01 ベンゼン 0.1以下 mg/ <0.001 <0.001

六価クロム
化合物

0.5以下 mg/ <0.01 <0.01
セレン及びそ

の化合物
0.1以下 mg/ <0.005 <0.005

ヒ素及び
その化合物

0.1以下 mg/ <0.01 <0.01
ほう素及び
その化合物

230以下 mg/ <0.1 <0.1

水銀及びアルキル
水銀その他
水銀化合物

0.005以下 mg/ <0.0005 <0.0005
ふっ素及び
その化合物

15以下 mg/ 0.1 <0.1

アルキル水銀
化合物

検出されな
いこと

mg/ 不検出 不検出
1,4-ジオキサ

ン
0.5以下 mg/ <0.005 <0.005

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ
（PCB）

0.003以下 mg/ <0.0005 <0.0005
フェノール類

含有量
0.5以下 mg/ <0.005 <0.005

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.1以下 mg/ <0.002 <0.002 銅含有量 3以下 mg/ 0.01 <0.01

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.1以下 mg/ <0.0005 <0.0005 亜鉛含有量 2以下 mg/ 0.08 0.06

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.2以下 mg/ <0.002 <0.002
溶解性鉄
含有量

10以下 mg/ <0.03 <0.03

四塩化炭素 0.02以下 mg/ <0.0002 <0.0002
溶解性マンガ

ン含有量
1以下 mg/ 0.17 0.18

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.04以下 mg/ <0.0004 <0.0004 クロム含有量 2以下 mg/ <0.01 <0.01

1,1-ｼﾞｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ

１以下 mg/ <0.002 <0.002 5以下(鉱物) mg/ <1 <1

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ

0.4以下 mg/ <0.004 <0.004
30以下(動植
物油脂類) mg/ <1 <1

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

3以下 mg/ <0.0005 <0.0005 ヨウ素消費量 220未満 mg/ <1 <1

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

0.06以下 mg/ <0.0006 <0.0006
ニッケル及び
その化合物

1以下 mg/ 0.02 0.03

1,3-ｼﾞｸﾛﾛ
ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

0.02以下 mg/ <0.0002 <0.0002

　その他の項目は、ごみ焼却施設からの排水を処理する排水処理施設の機能を監視するために、施設の出口で測定し
たものを下水道法の放流水基準(*1)に当てはめたものです。

(*1)規制基準値は、下水道法及び下水道法施行令第9条の4第4項の規定により定められている県条例(大気汚染防止法
第4条第1項の規定による排出基準及び水質汚濁防止法第3条第3項の規定による排水基準を定める条例)に基づいていま
す。

※下水道法では、下水道へ流入する排水の最終放流口での水質に規制基準を設定しています。当施設におけるごみ焼
却施設からの処理排水は、し尿処理施設からの処理排水と合流し、下水道へ放流しています。

項　　　目 基 準 値 単位

ノルマルヘキ
サン抽出物質

含有量

　    は、｢一般廃棄物処理事業に対する指導に伴う留意事項について｣（昭和52年11月4日、環整第95号（厚生省環境
衛生局水道環境部環境整備課長通達）、改正：平成2年2月1日衛環第22号）の規定に基づき測定しています。
　測定頻度…カドミウム及びその化合物、鉛及びその化合物、シアン化合物、水銀及びアルキル水銀その他の水銀化
合物：1年に1回以上

平成29年度　排水総合分析結果

排水処理施設

項　　　目 基 準 値 単位



採　　　　取　　　　日

4/14 5/1 6/23 7/14 8/4 9/8 10/13 11/10 12/15 1/12 2/9 3/2

測定結果の得られた日

5/19 5/31 8/1 8/28 9/26 10/19 11/22 12/21 2/5 2/19 3/13 3/28

水温 45未満 ℃ 19.0 22.5 27.0 31.5 28.5 26.5 24.5 19.0 12.0 10.0 10.5 13.5

水素イオン濃度
(pH)

5を超え
9未満

―
6.6

(17℃)
6.7

(21℃)
6.5

（24℃）
6.2

(26℃）
6.7

(25℃)
6.7

(23℃)
6.8

(19℃)
6.4

(18℃)
6.5

(14℃)
6.7

(11℃)
7.3

(14℃)
7.0

(16℃)

生物化学的酸素
要求量(BOD)

600未満 mg/ 3 <1 <1 <1 <1 1 1 2 2 1 1 2

化学的酸素
要求量(COD)

― mg/ 1 1 1 1 3 1 <1 1 <1 1 1 1

浮遊物質量
(SS)

600未満 mg/ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

アンモニア性窒素 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.3 <0.1 0.5 <0.1

亜硝酸性窒素 0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

硝酸性窒素 4.6 4.6 3.8 4.3 4.4 4.1 3.7 4.3 4.5 4.4 4.5 5.1

平成29年度　排水定期分析結果

排水処理施設

項　　　目 基 準 値 単 位

　　　　　は、｢一般廃棄物処理事業に対する指導に伴う留意事項について｣（昭和52年11月4日、環整第95号（厚生省環境衛生局水道環境部環境整備課長通達）、改正：平成2年2月1日
衛環第22号）の規定に基づき測定しています。　　　測定頻度…水素イオン濃度、BOD、COD、SS：1月に1回以上

　その他の項目は、ごみ焼却施設からの排水を処理する排水処理施設の機能を監視するために、施設の出口で測定したものを下水道法の放流水基準(*1)に当てはめたものです。

(*1)規制基準値は、下水道法及び下水道法施行令第9条の4第4項の規定により定められている県条例(大気汚染防止法第4条第1項の規定による排出基準及び水質汚濁防止法第3条第3項の
規定による排水基準を定める条例)に基づいています。

※下水道法では、下水道へ流入する排水の最終放流口での水質に規制基準を設定しています。当施設におけるごみ焼却施設からの処理排水は、し尿処理施設からの処理排水と合流し、
下水道へ放流しています。

380未満
(3項目の
合計)

mg/ 



採　取　日 採　取　日
6/23 12/15 6/23 12/15
結果の得られた日 結果の得られた日
8/1 2/5 8/1 2/5

カドミウム及
びその化合物

0.03以下 mg/ <0.003 <0.003 ベンゼン 0.1以下 mg/ <0.001 -

シアン化合物 １以下 mg/ <0.01 <0.01
セレン及び
その化合物

0.1以下 mg/ <0.005 -

有機燐化合物 0.2以下 mg/ <0.05 <0.05
ほう素及び
その化合物

230以下 mg/ 1.1 -

鉛及びその
化合物

0.1以下 mg/ <0.01 <0.01
ふっ素及び
その化合物

15以下 mg/ 0.1 <0.1

六価クロム
化合物

0.5以下 mg/ <0.01 <0.01
1,4-ジオキサ

ン
0.5以下 mg/ <0.005 <0.005

ヒ素及び
その化合物

0.1以下 mg/ <0.01 <0.01
フェノール類

含有量
0.5以下 mg/ <0.005 <0.005

水銀及びアルキ
ル水銀その他水

銀化合物
0.005以下 mg/ <0.0005 <0.0005 銅含有量 1以下 mg/ 0.01 <0.01

アルキル水銀
化合物

検出されな
いこと

mg/ 不検出 不検出 亜鉛含有量 1以下 mg/ 0.06 0.03

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ
（PCB）

0.003以下 mg/ <0.0005 <0.0005
溶解性鉄
含有量

3以下 mg/ 0.34 0.31

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.1以下 mg/ <0.002 <0.002
溶解性マンガ

ン含有量
1以下 mg/ 0.05 <0.01

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.1以下 mg/ <0.0005 <0.0005
クロム及びそ

の化合物
2以下 mg/ <0.01 <0.01

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.2以下 mg/ <0.002 -
アンモニア

性窒素
<0.1 -

四塩化炭素 0.02以下 mg/ <0.0002 - 亜硝酸性窒素 <0.1 -

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.04以下 mg/ <0.0004 - 硝酸性窒素 1.7 -

1,1-ｼﾞｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ

１以下 mg/ <0.002 - 5以下(鉱物) mg/ <1 <1

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ

0.4以下 mg/ <0.004 -
30以下(動植
物油脂類) mg/ <1 <1

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

3以下 mg/ <0.0005 - ヨウ素消費量 220未満 mg/ <1 -

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

0.06以下 mg/ <0.0006 -
ニッケル及び
その化合物

1以下 mg/ 0.02 0.02

1,3-ｼﾞｸﾛﾛ
ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

0.02以下 mg/ <0.0002 - 大腸菌群数
日間平均
3,000以下 個/㎝3 10以下 -

チウラム 0.06以下 mg/ <0.001 - 外　観 ― ― 無色 -

シマジン 0.03以下 mg/ <0.001 - 臭　気 ― ― 無臭 -

チオベン
カルブ

0.2以下 mg/ <0.001 -

　なお、放流水は下水道へ排水していますので、「下水道法」に規定された排水基準の適用も受けています。
測定頻度：1年に1回以上

　｢一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係わる技術上の基準を定める省令｣の規定に従い測定してい
ます。

380未満
(3項目の合

計)
mg/ 

ノルマルヘキ
サン抽出物質

含有量

平成29年度　最終処分場放流水総合分析

最終処分場

項　　　目 基 準 値 単位 項　　　目 基 準 値 単位



採　　　　取　　　　日

4/14 5/1 6/23 7/14 8/4 9/8 10/13 11/10 12/15 1/12 2/9 3/2

結 果 の 得 ら れ た 日

5/19 5/31 8/1 8/28 9/26 10/19 11/22 12/21 2/5 2/19 3/13 3/28

水　　温 45未満 ℃ 17.5 20.0 24.0 26.5 26.5 24.5 22.5 18.0 13.0 11.5 10.5 14.5

水素イオン濃度
(pH)

5を超え
9未満

―
7.2

(17℃)
7.2

(20℃)
7.0

（24℃）
7.5

(25℃)
7.5

(25℃)
7.1

(23℃)
7.2

(19℃)
7.2

(18℃)
7.3

(14℃)
7.3

(12℃)
7.2

(15℃)
6.9

(15℃)

生物化学的酸素
要求量(BOD)

600未満 mg/ <1 <1 <1 <1 1 1 1 2 2 1 1 2

化学的酸素
要求量(COD)

― mg/ 1 1 1 1 3 1 1 1 1 2 2 1

浮遊物質量
(SS)

600未満 mg/ <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

電気伝導率 ― mS/m - - 330 - - - - - 310 - - -

塩化物イオン ― mg/ - - 770 - - - - - 660 - - -

平成29年度　最終処分場放流水定期分析 

最終処分場

　なお、放流水は下水道へ排水していますので、｢下水道法｣に規定された排水基準の適用も受けています。

　測定頻度…pH、BOD、COD、SS：1月に1回以上　　測定頻度…電気伝導率、塩化物イオン：1年に1回以上

　電気伝導率、塩化物イオン以外は、｢一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係わる技術上の基準を定める省令｣の規定に従い測定しています。

　電気伝導率、塩化物イオンは、浸出水の水質と比較し、処理の状況を把握するために独自に測定しています。

項　　　目 基 準 値 単 位



採　　　　取　　　　日

4/14 5/1 6/23 7/14 8/4 9/8 10/13 11/10 12/15 1/12 2/9 3/2

測定結果の得られた日

5/19 5/31 8/1 8/28 9/26 10/19 11/22 12/21 2/5 2/19 3/13 3/28

水  温 ― ℃ 18.0 19.0 22.0 24.0 22.0 21.0 21.0 20.0 18.5 16.5 17.0 16.0

水素イオン濃度
(pH)

― ―
7.6

(17℃)
7.6

(20℃)
7.3

 (23℃）
7.6

 (25℃）
7.0

 (25℃）
7.6

(22℃）
7.6

(19℃）
7.5

(18℃）
7.5

(15℃）
7.7

(12℃）
7.6

(14℃）
7.6

(17℃）

生物化学的酸素
要求量(BOD)

― mg/ 1 <1 <1 <1 2 2 1 1 2 1 1 3

化学的酸素
要求量(COD)

― mg/ 2 2 3 2 4 2 2 1 2 2 2 3

浮遊物質量
(SS)

― mg/ <1 <1 <1 <1 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 2

窒素含有量 ― mg/ 1.2 1.3 3.9 2.4 2.7 1.3 2.0 5.1 2.0 0.5 0.4 1.0

カルシウム
イオン(Ca2+)

― mg/ 160 160 200 180 310 160 120 270 300 240 260 210

電気伝導率 ― mS/m - - 340 - - - - - 290 - - -

塩化物イオン ― mg/ - - 820 - - - - - 560 - - -

　処分場内保有水の処理状況監視及び将来的な処分場の廃止時期の見通しを立てるために、独自に測定しています。

平成29年度　最終処分場原水定期分析 

最終処分場

基 準 値 単 位項　　　目



採　　　　取　　　　日

4/14 5/1 6/23 7/14 8/4 9/8 10/13 11/10 12/15 1/12 2/9 3/2

測定結果の得られた日

5/19 5/31 8/1 8/28 9/26 10/19 11/22 12/21 2/5 2/19 3/13 3/28

水　　温 ― ℃ 17.5 17.0 17.0 19.0 18.5 20.5 19.5 18.5 17.5 15.5 17.0 17.0

電気伝導率 ― mS/m 66 65 66 61 65 62 64 64 70 62 71 79

塩化物イオン ― mg/ 12 12 13 13 18 12 14 18 17 21 20 21

採　　　　取　　　　日

4/14 5/1 6/23 7/14 8/4 9/8 10/13 11/10 12/15 1/12 2/9 3/2

測定結果の得られた日

5/19 5/31 8/1 8/28 9/26 10/19 11/22 12/21 2/5 2/19 3/13 3/28

水　　温 ― ℃ 17.0 18.5 19.5 19.5 20.5 19.0 18.0 18.5 17.5 16.5 17.0 15.5

電気伝導率 ― mS/m 550 100 130 130 16 140 55 2.5 110 200 290 19

塩化物イオン ― mg/ 170 120 150 170 18 230 76 2.2 110 350 760 37

採　　　　取　　　　日

4/14 5/1 6/23 7/14 8/4 9/8 10/13 11/10 12/15 1/12 2/9 3/2

測定結果の得られた日

5/19 5/31 8/1 8/28 9/26 10/19 11/22 12/21 2/5 2/19 3/13 3/28

水　　温 ― ℃ 19.5 20.0 21.0 19.5 21.0 20.0 19.5 19.5 18.5 18.0 18.5 19.0

電気伝導率 ― mS/m 150 510 470 420 400 380 340 270 280 260 300 300

塩化物イオン ― mg/ 1600 1500 1400 950 900 980 1000 860 750 710 900 830

採　　　　取　　　　日

4/14 5/1 6/23 7/14 8/4 9/8 10/13 11/10 12/15 1/12 2/9 3/2

測定結果の得られた日

5/19 5/31 8/1 8/28 9/26 10/19 11/22 12/21 2/5 2/19 3/13 3/28

水　　温 ― ℃ 15.4 17.0 23.0 23.5 24.5 24.0 20.5 17.5 16.5 16.0 9.5 11.5

電気伝導率 ― mS/m 290 270 220 240 140 150 180 240 290 280 270 220

塩化物イオン ― mg/ 530 620 440 410 230 220 320 580 680 630 660 460

項　　目 基 準 値 単 位

　｢一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係わる技術上の基準を定める省令｣の規定に従い、埋立地からの浸出水による最終処分場の周辺の地下水の水質への影響の有無を判断するため測定して
います。(№2井戸及び№3井戸の水質は場内浸出水の水質を測定しており、場外周辺井戸の水質と比較するために測定しています。）

　測定頻度…電気伝導率、塩化物イオン：1月に1回以上

平成29年度　最終処分場周辺地下水定期分析

井戸№1(周辺地下水上流側)

項　　目 基 準 値 単 位

井戸№4(周辺地下水下流側)

井戸№3(場内浸出水)

井戸№2(場内浸出水)

項　　目 基 準 値 単 位

項　　目 基 準 値 単 位



最終処分場

No.1（上流） No.4（下流） ※保有水（比較）

カドミウム 0.003以下 mg/ <0.0003 <0.0003 <0.003

全シアン 検出され
ないこと mg/ 不検出 不検出 <0.01

鉛 0.01以下 mg/ <0.001 0.001 <0.01

六価クロム 0.05以下 mg/ <0.005 <0.005 <0.01

ヒ　素 0.01以下 mg/ <0.001 <0.001 <0.01

総　水　銀 0.0005以下 mg/ <0.0005 <0.0005 <0.0005

アルキル水銀 検出され
ないこと mg/ 不検出 不検出 不検出

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ
（P　C　B）

検出され
ないこと mg/ 不検出 不検出 <0.0005

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01以下 mg/ <0.002 <0.002 <0.002

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01以下 mg/ <0.0005 <0.0005 <0.0005

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.02以下 mg/ <0.002 <0.002 <0.002

四塩化炭素 0.002以下 mg/ <0.0002 <0.0002 <0.0002

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.004以下 mg/ <0.0004 <0.0004 <0.0004

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.1以下 mg/ <0.002 <0.002 <0.002

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04以下 mg/ <0.008 <0.008 <0.008

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 1以下 mg/ <0.0005 <0.0005 <0.0005

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.006以下 mg/ <0.0006 <0.0006 <0.0006

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 0.002以下 mg/ <0.0002 <0.0002 <0.0002

チウラム 0.006以下 mg/ <0.0006 <0.0006 <0.001

シマジン 0.003以下 mg/ <0.0003 <0.0003 <0.001

チオベンカルブ 0.02以下 mg/ <0.001 <0.001 <0.001

ベンゼン 0.01以下 mg/ <0.001 <0.001 <0.001

セレン 0.01以下 mg/ <0.001 <0.001 <0.005

過マンガン酸
カリウム消費量

― mg/ 7.5 10 8.6

クロロエチレン 0.002以下 mg/ <0.0002 <0.0002  

1,4-ジオキサン 0.05以下 mg/ <0.005 <0.005  

※平成29年4月に地下水の環境名称の変更があり、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰからｸﾛﾛｴﾁﾚﾝへと変更となっています。
　また、平成28年９月にに地下水の環境基準が変わり、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝの基準値が0.03mg/L以下から0.01mg/L以
下に基準値の変更がありました。

※保有水分析は、周辺地下水との水質の比較のために場内浸出水を分析したものですので、規制基準値はあ
りません。

平成29年度 最終処分場周辺地下水総合分析

項　　　目 基 準 値 単 位

採　　取　　日

6/23

測定結果の得られた日

8/1

測定頻度…1年1回以上

一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令（昭和52年３月14日
総理府・厚生省令第１号）第１条第２項第10号ロ（別表第２）の規定に基づき測定しています。
※過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量の測定は、｢一般廃棄物最終処分場の適正化に関する留意事項について｣(平成10年3
月5日、衛環8号、厚生省生活衛生局水道環境部環境整備課長通知)に従い行っています。



平成29年度　し尿処理施設最終放流水総合分析

し尿処理施設

採　取　日 採　取　日

6/8 12/15 6/8 12/15

測定結果の得られた日 測定結果の得られた日

8/1 2/5 8/1 2/5

カドミウム及び
その化合物

0.03以下 mg/ <0.003 <0.003
1,3-ｼﾞｸﾛﾛ
ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

0.02以下 mg/ <0.0002 <0.0002

シアン化合物 1以下 mg/ <0.01 <0.01 チウラム 0.06以下 mg/ <0.001 <0.001

有機燐化合物 0.2以下 mg/ <0.05 <0.05 シマジン 0.03以下 mg/ <0.001 <0.001

鉛及び
その化合物

0.1以下 mg/ <0.01 <0.01 チオベンカルブ 0.2以下 mg/ <0.001 <0.001

六価クロム
化合物

0.5以下 mg/ <0.01 <0.01 ベンゼン 0.1以下 mg/ <0.001 <0.001

ヒ素及び
その化合物

0.1以下 mg/ <0.01 <0.01
セレン及び
その化合物

0.1以下 mg/ <0.005 <0.005

水銀及びアルキ
ル水銀その他水

銀化合物
0.005以下 mg/ <0.0005 <0.0005

ほう素及び
その化合物

230以下 mg/ <0.1 <0.1

アルキル水銀
化合物

検出され
ないこと

mg/ 不検出 不検出
ふっ素及び
その化合物

15以下 mg/ <0.1 <0.1

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ
（PCB）

0.003以下 mg/ <0.0005 <0.0005 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.5以下 mg/ <0.005 <0.005

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.3以下 mg/ <0.002 <0.002 フェノール類 0.5以下 mg/ <0.005 <0.005

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.1以下 mg/ <0.0005 <0.0005
銅及び

その化合物
1以下 mg/ <0.01 <0.01

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.2以下 mg/ <0.002 <0.002
亜鉛及び
その化合物

1以下 mg/ 0.02 0.01

四塩化炭素 0.02以下 mg/ <0.0002 <0.0002
鉄及びその

化合物(溶解性)
3以下 mg/ 0.04 0.06

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.04以下 mg/ <0.0004 <0.0004
マンガン及びその
化合物(溶解性) 1以下 mg/ 0.11 0.12

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ １以下 mg/ <0.002 <0.002
クロム及び
その化合物

2以下 mg/ <0.01 <0.01

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ

0.4以下 mg/ <0.004 <0.004 ヨウ素消費量 220未満 mg/ <1 <1

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

3以下 mg/ <0.0005 <0.0005
ニッケル及び
その化合物

1以下 mg/ <0.01 <0.01

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ

0.06以下 mg/ <0.0006 <0.0006

※下水道法の規定に基づき、高座清掃施設組合からの排水が下水道へ流入する最終放流口での水質を測定しています。な
お、組合から排出される下水は、ごみ処理施設排水とし尿処理施設とが合流した後、下水道へ放流しています。

項　　目 基 準 値 単位 項　　目 基 準 値 単位



平成29年度　し尿処理施設最終放流水定期分析

し尿処理施設

採　　　　取　　　　日

4/6 5/2 6/8 7/13 8/3 9/8 10/13 11/10 12/15 1/12 2/9 3/2

測定結果の得られた日

5/19 5/31 8/1 8/28 9/26 10/19 11/22 12/21 2/5 2/19 3/13 3/28

水 温 45未満 ℃ 20.5 21.0 22.5 23.0 23.5 23.5 22.5 20.5 18.0 17.5 17.0 18.0

水素イオン濃度
(pH)

5を超え
9未満

―
8.2

(20℃)
8.3

(19℃)
8.1

（20℃）
7.8

（24℃）
8.1

（25℃）
8.0

（23℃）
8.3

（19℃）
8.0

（18℃）
7.9

（15℃）
8.1

（11℃）
8.0

（14℃）
8.0

（17℃）

生物化学的酸素
要求量(BOD)

600未満 mg/ 9 10 20 5 18 21 12 40 21 11 11 17

化学的酸素
要求量(COD)

― mg/ 20 41 30 14 33 19 20 20 25 20 13 23

浮遊物質量
(SS)

600未満 mg/ 4 2 13 <1 7 3 1 1 <1 2 1 2

5以下
(鉱物)

<1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

30以下
(動植物油

脂類)
<1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1

アンモニア性窒素 58 32 26 4.6 43 19 26 33 27 27 22 28

亜硝酸性窒素 0.4 11 11 2.0 1.3 1.2 2.7 3.6 5.3 3.1 1.8 3.6

硝酸性窒素 3.9 6.1 5.0 4.1 3.3 3.9 3.9 4.8 3.8 4.7 5.0 5.3

リン含有量
(※1)

― mg/ 0.3 2.0 1.8 0.9 0.9 1.1 1.3 0.5 0.5 1.4 0.9 1.0

ノルマルヘキ
サン抽出物質

含有量
mg/ 

※下水道法では、下水道へ流入する排水の最終放流口での水質に規制基準を設定しています。当施設の処理排水は、ごみ焼却施設からの処理排水と合流し、下水道へ放流しています。

※1 リン含有量は、終末処理場の放流水が水質汚濁防止法による規制を受ける場合に適用されます。しかし、下水の排除先である相模川流域下水道の終末処理場は規制を受けないので、高座清掃施設組合か
らの放流水に対してリン含有量の基準は適用されません。

項　　目 基 準 値 単 位

380未満
(3項目の
合計)

mg/ 


